  ◆第２回三重県フェロシルト問題検討委員会傍聴メモ
                                                   2005/9/12   文責兼松秀代
三重県の報告はHP　http://www.pref.mie.jp/TOPICS/2005090147.htm
＜放射線＞
・自然環境の放射線量比べて高くない。　影響を受ける線量ではない。
　放射線はγ線のみを考えればよい。
　　　※ラドンガスやフェロシルトのウランと、トリウム微粒子による内部被曝などみじんも問題にしていない。
・石原産業の説明：総クロムは１０００ppm±３０～５０で入っている。
　　　　　　　　　複数のチタン鉱石をチタンの含有量をベースに組み合わせる。
　　　　　　　　　不純物の含有量の違いがフェロシルトのクロムの変化である。
・検討委員会のまとめ
フェロシルトの成分に大きなバラツキがある。
フェロシルトの含有量測定（塩酸分解）PDF　2005年9月10日の資料はここに
フェロシルトのpH8くらいのところで六価クロムの溶出が高い。
フェロシルト成分中、酸化作用を持つ成分、たとえばマンガンなどで検討すべきだ。
　　

　※参考　市民が以前から指摘していたウラン、トリウムのバラツキ
　・石原産業の放射性物質含有量検査結果
　　　ウラン　　6ppm 　　トリウム11 ppm
・市民がしたウラン・トリウム含有量検査結果
　　　ウラン 　　2.7ppm、6ppm、35ppm
トリウム　18ppm 、47ppm、100ppm
◆石原産業が実施した三価が六価に変わる可能性調査
１．pHの影響：溶出試験の溶媒のｐＨを変えた。pH調整剤しH2SO4,HNO3,NaOH3,Ca（OH）2 ．強制酸化実験：フェロシルトスラリーに空気を送って酸化し、溶液の総クロム、六価　　　　　　　　

　　　　　　　　　クロムの濃度測定。
３．保管雰囲気の影響調査
　フェロシルトをプラスチックやアルミパックの容器に入れて
　ａ　表層土想定で屋外、 ｂ　表層土想定室内暴露、ｃ　.深層土想定
　　溶出試験を行い総クロム、六価クロム、フッ素、pH、ORCを測定する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　　　　　　　　
